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「
美
し
い
学
都
」の
実
現
へ

地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
開
所
で

協
働
の
取
り
組
み
強
化
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地域研究
情報発信

窓口機能展開

社会貢献
活動強化

シンクタンク
機能発揮

学都構想実現
まちなかキャンパス
グローバル人材養成

－国際学術都市「美しい学都岡山」を目指して－

地域総合研究センター（AGORA）
５つのミッション

Academic & General OKAYAMA Univ.
Regional Research Association

森
田　

潔　

学
長

―地域総合研究センター開所で、
協働の取り組み強化―

森
田
潔
学
長
が
「
森
田
ビ
ジ
ョ
ン
」
で

掲
げ
た
「
美
し
い
学
都
」
の
実
現
に
向
け
、

知
的
拠
点
と
な
る
「
岡
山
大
学
地
域
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Aア
ゴ

ラ

G
O
R
A
）」
が

11
月
15
日
、
開
所
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
大
学
の
社
会
貢
献
活
動

の
調
整
・
強
化
▽
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
▽
地

域
連
携
に
関
す
る
窓
口
機
能
▽
研
究
の
蓄

積
と
情
報
発
信
―
を
活
動
の
柱
に
、
大
学

が
岡
山
県
内
の
自
治
体
、
経
済
界
、
各

種
団
体
な
ど
と
協
働
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
ジ
ェク
ト
に
取
り
組
む
。

「
地
域
の
人
々
と
連
携
し
つつ
、
地
域
の

善
き
頭
脳
、
地
域
の
た
め
の
優
れ
た
人
材

養
成
の
場
と
な
り
、
知
的
に
高
度
な
地
域

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
大
学
を
つ
く
り
た

い
。
さ
ら
に
、岡
山
大
学
を
国
際
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
で
、
人
文
社
会
、
教
育
、

環
境
、
自
然
、
医
療
の
分
野
を
包
含
し

た
国
際
的
な
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
を
持

つ
大
学
に
押
し
上
げ
、
そ
こ
か
ら
真
に
個

性
的
な
卓
越
し
た
大
学
に
つ
く
り
上
げ
て

い
く
。
岡
山
の
地
に
あ
っ
て
こ
そ
世
界
か

ら
人
が
集
ま
り
、
世
界
に
輝
く
大
学
に
」

岡
山
大
学
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
た
こ

の
森
田
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
現
化
と
い
う
使
命

の
も
と
、
開
所
し
た
地
域
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
。
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
、

地
域
と
手
を
携
え
た
大
学
の
社
会
貢
献
が

い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
。
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地
方
分
権
化
が
進
む
中
、
大
学
と
し
て
の
戦
略
的
な
地
域
貢
献
を
通
じ
て
地
域
と

の
絆
を
深
め
、
魅
力
的
な
都
市
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
岡
山
大

学
地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
（
A
G
O
R
A
）。
セ
ン
タ
ー
長
の
荒
木
勝
理
事
（
社

会
貢
献
・
国
際
担
当
）
に
セ
ン
タ
ー
の
役
割
や
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
聞
い
た
。

地
域
と
大
学
が
協
働
で

美
し
い
学
都
創
成

協
力
し
て
い
く
時
代
が
来
る
だ
ろ
う
。

都
市
の
大
き
な
魅
力
に
「
人
が
育
つ
」
と
い
う
の

が
あ
る
。
欧
州
で
は
誇
る
べ
き
教
育
機
関
を
持
つ
こ

と
が
、
住
む
都
市
選
び
の
基
準
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
。
岡
山
大
学
も
市
民
に
誇
り
に
思
っ
て
も
ら
え
る

大
学
で
あ
り
た
い
。
大
学
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
内
に
閉

じ
こ
も
り
が
ち
だ
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ
う

こ
と
が
研
究
・
教
育
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と
に
も

な
る
だ
ろ
う
。

―
地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
設
立
の
経
緯
は
。

岡
山
大
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
先
生
方
個
人
の

貢
献
活
動
を
は
じ
め
、
医
学
部
の
地
域
医
療
、
研
究

推
進
産
学
官
連
携
機
構
と
地
元
企
業
と
の
技
術
的
な

連
携
、
社
会
文
化
科
学
研
究
科
で
の
経
済
界
、
自
治

体
、
N
P
O
な
ど
と
の
研
究
会
開
催
な
ど
、
地
域
連

携
の
実
績
は
あ
っ
た
。
そ
の
数
は
年
間
約
5
7
0
0

件
に
上
る
。
た
だ
、
大
学
全
体
と
し
て
の
地
域
貢
献

の
姿
が
不
明
確
で
、
戦
略
的
に
取
り
組
む
方
法
を
模

索
し
て
い
た
。
そ
こ
に
森
田
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
学
都
構

想
を
具
現
化
す
る
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
が
明
示
さ

れ
、
設
立
に
至
っ
た
。

「
A
G
O
R
A
」
と
い
う
名
称
に
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ

の
知
恵
を
借
り
、「
直
接
、
人
々
が
意
見
を
交
換
す

る
場
、
真
剣
な
対
話
を
通
し
て
信
頼
関
係
を
築
く
場

に
し
た
い
」
と
い
う
願
い
を
込
め
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

―
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
に
な
る
の
か
。

す
で
に
始
動
し
て
い
る
の
が
、
同
セ
ン
タ
ー
主
催

の
「
国
際
学
術
都
市
構
想
会
議
」
と
岡
山
市
の
呼
び

か
け
で
実
現
し
た
「
経
済
戦
略
懇
話
会
」。
国
際
学

術
都
市
構
想
会
議
は
岡
山
大
学
、
岡
山
県
、
岡
山
市
、

倉
敷
市
、
経
済
同
友
会
、
商
工
会
議
所
で
構
成
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を

探
る
勉
強
会
を
開
く
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
養
成
に
つ

い
て
の
講
演
会
や
留
学
生
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
構
想
も
あ
る
。
ま
た
自
治
体
や
経
済
界

と
協
力
し
て
海
外
拠
点
を
共
同
利
用
し
て
い
く
計
画

も
持
ち
上
が
っ
て
い
る
。
経
済
戦
略
懇
話
会
で
は
、

学
都
構
想
を
踏
ま
え
、
岡
山
市
、
商
工
会
議
所
と
ま

ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
交
換
す
る
。

も
う
一
つ
、
学
生
た
ち
が
学
び
、
市
民
と
対
話
し
、

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
場
と
な
る
「
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン

パ
ス
」
づ
く
り
も
急
い
で
い
る
。
机
の
上
だ
け
で
な

く
、
実
生
活
を
通
じ
、
学
ぶ
と
い
う
形
で
教
育
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
中
で
地
域
の
人
た
ち
と
絆

が
生
ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。

セ
ン
タ
ー
に
は
専
任
教
員
３
人
を
置
く
ほ
か
、
学

内
の
教
員
パ
ワ
ー
を
ま
と
め
る
協
力
教
員
会
議
、
全

学
的
な
体
制
と
し
て
の
連
絡
協
議
会
を
設
け
る
。
互

い
に
協
力
し
合
い
、
機
動
的
に
活
動
し
た
い
。

Academic & General OKAYAMA Univ.
Regional Research Association

　

岡
山
大
学
地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

（
A
G
O
R
A
）
が
開
所
し
た
11
月
15

日
、
学
内
で
は
記
念
式
典
や
キ
ッ
ク
オ

フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。

　

旧
事
務
局
棟
前
で
看
板
を
除
幕
し
た

後
、
創
立
五
十
周
年
記
念
館
で
式
典
。

森
田
潔
学
長
が
「
A
G
O
R
A
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
達
成
は
容
易
で
は
な
い
が
、

達
成
の
暁
に
は
岡
山
大
学
と
岡
山
地
域

は
世
界
に
輝
く
魅
力
的
な
学
都
に
変
貌

す
る
と
確
信
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
岡
山
県
知
事
、
岡
山
、
倉
敷
市
長

か
ら
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
文
化
庁
長
官

の
近
藤
誠
一
氏
が
「
日
本
の
未
来　

大

学
と
地
域
の
役
割
」
と
題
し
て
基
調
講

演
。
近
藤
氏
は
「
大
学
は
地
域
の
知
の

集
積
場
所
。
都
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

を
生
か
し
、
文
化
芸
術
や
美
術
と
い
う

付
加
価
値
を
付
け
、
地
域
の
人
々
が
魅

力
を
再
発
見
し
、
ま
ち
に
魅
力
が
増
し
、

若
い
人
が
戻
っ
て
く
る
と
い
う
好
循
環

を
生
む
最
初
の
力
を
大
学
は
与
え
て
く

れ
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
話
し
た
。

　
「
地
域
が
変
わ
る
〜
大
学
と
地
域
の

創
造
的
連
携
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
岡
山
商
工
会
議

所
副
会
頭
の
古
市
大
蔵
氏
、
日
本
経
済

研
究
所
専
務
理
事
の
傍
士
銑
太
氏
、
直

島
福
武
美
術
館
財
団
副
理
事
長
の
福
武

純
子
氏
、
国
土
交
通
省
官
房
審
議
官
の

花
岡
洋
文
氏
が
意
見
交
換
。「
地
域
に

根
差
す
と
い
う
意
思
を
形
に
す
べ
き
」

「
地
域
の
人
た
ち
と
の
密
接
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
」「
公
民
学
の

幅
広
い
形
で
の
連
携
が
学
都
創
成
に
つ

な
が
る
」「
大
学
が
元
気
な
所
は
ま
ち

も
元
気
。
岡
山
大
に
も
も
っ
と
ま
ち
に

関
与
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
出

た
。

AGORA開所式
シンポで意見交換

いわぶち・やすし
熊本大大学院社会文化科学研究
科博士課程修了。仏・ボルドー
政治学院、米・カリフォルニア
大学バークレー校にて、まちづ
くりや参加民主主義を研究。福
岡市生まれ。

みむら・さとし
法政大大学院社会科学研究科修
士課程修了。労働金庫連合会、
金融財政事情研究会、商工会議
所年金教育センター、現代文化
研究所、愛知学泉大コミュニ
ティ政策学部教授などを歴任。
愛媛県生まれ。

― 

地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
使
命
、
役
割
は
。

大
学
と
都
市
、
地
域
が
協
働
し
て
学
都
構
想
を
具

現
化
す
る
た
め
の
組
織
。
学
長
か
ら
学
生
ま
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
地
域
と
協
力
し
て
魅
力
的
な
大

学
、
都
市
づ
く
り
を
し
た
い
。
欧
米
で
は
分
権
化
の

中
で
、
既
に
地
域
活
性
化
の
切
り
札
と
し
て
大
学
と

地
域
が
協
力
関
係
を
構
築
し
て
い
る
。
例
え
ば
フ
ラ

ン
ス
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
は
も
と
も
と
国
立
大

学
だ
が
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
地
元
の
自
治
体
か
ら

寄
付
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
治
体
が
大
学
の
運

営
全
般
に
関
わ
り
、
自
分
た
ち
に
必
要
な
人
材
を
養

成
す
る
た
め
に
連
携
組
織
も
立
ち
上
げ
て
い
る
。
財

政
的
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、
職
員
レ
ベ
ル
で
も
協
力
し

合
い
、
成
果
を
生
ん
で
い
る
。
学
生
に
と
っ
て
も
公

共
施
設
を
便
利
に
使
え
る
な
ど
、
利
点
が
あ
る
。
日

本
で
も
人
的
交
流
、
財
政
的
交
流
な
ど
生
活
全
般
で

Special  Interview

副センター長・教授
三村　　聡

助教
岩淵　　泰

……………………………… AGORAスタッフ紹介

センター長・荒木　勝　理事



いせざき　じゅん　（75歳）
▶1936（昭和11）年　岡山県備前市生まれ
▶1959（昭和34）年　岡山大学教育学部特設美術科卒
▶1978～1987（昭和5 3～62）年
　　　　　　　　　 岡山大学教育学部特設美術科講師（陶芸）
▶1998（平成10）年　岡山県重要無形文化財保持者に認定
▶2004（平成16）年　重要無形文化財保持者（人間国宝）に認定

地
域
の
独
自
性
大
切
に

備
前
焼
を
世
界
に
発
信

卒業生
その人に聞く
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伊勢﨑　淳卒業生
その人に聞く

ISEZAKI
Jun

備前焼の重要無形文化財保持者（人間国宝）×岡山大学教育学部卒

2002年、新首相官邸の陶壁を備前焼で制作。近年は国内に限らず

欧米など海外でも毎年展覧会を開く。「３年先まで予定が埋まっ

ている」という多忙なスケジュールの中、今も制作を続ける。

世
界
一
長
い
焼
き
時
間

備
前
焼
の
特
長
は
、
釉ゆ

う

薬や
く

（
表
面

に
か
け
る
う
わ
ぐ
す
り
）
を
使
わ
ず
、

お
よ
そ
2
週
間
高
温
で
焼
き
締
め
る

焼
き
方
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
非

常
に
素
朴
で
力
強
く
、
土
の
質
感
が

そ
の
ま
ま
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
昔
に
比

べ
、
焼
く
時
間
は
短
く
な
っ
た
と
は
い

え
、
こ
れ
ほ
ど
長
く
焼
く
焼
き
物
は

世
界
中
ど
こ
を
探
し
て
も
他
に
あ
り

ま
せ
ん
。
土
は
備
前
地
方
の
山
か
ら
流

れ
て
沈
殿
し
た
粘
土
層
で
、
有
機
物

が
多
く
、
本
来
、
焼
き
物
に
適
し
て
い

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、

備
前
の
地
で
は
、
先
人
た
ち
の
時
代
か

ら
、
土
に
合
っ
た
焼
き
方
を
徹
底
的
に

追
求
し
、
魅
力
あ
る
焼
き
物
を
生
み

出
し
ま
し
た
。
こ
の
有
機
物
の
よ
う
な

〝
不
純
物
〞
も
、
生
か
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
個
性
に
な
り
ま
す
。
素
材
の
持

ち
味
を
生
か
す
技
術
を
つ
く
り
出
す

こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

備
前
焼
の
焼
き
色
は
、
よ
く
偶
然
の

産
物
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
土
質

や
焼
き
方
、
温
度
な
ど
で
全
て
計
算
し

て
い
ま
す
。
釉
薬
を
か
け
ず
焼
き
締
め

だ
け
、
と
い
う
作
り
方
な
の
で
、
窯
が

作
品
に
与
え
る
影
響
は
非
常
に
大
き

く
、
私
は
構
造
の
違
う
四
つ
の
窯
を
使

い
分
け
て
い
ま
す
。

視
野
広
が
っ
た
大
学
時
代

岡
山
大
学
特
設
美
術
科
（
1
9
5
3

年
4
月
設
置
）
が
で
き
て
す
ぐ
の
こ
ろ

入
学
し
ま
し
た
。
東
京
や
京
都
の
美
術

学
校
に
行
き
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
経

済
的
な
こ
と
も

あ
り
、
自
宅

か
ら
通
え
る

大
学
を
選
び

ま
し
た
。
特

設
美
術
科
は

高
等
学
校
の
教
員
養
成
目
的
に
設
置

さ
れ
た
の
で
、
陶
芸
だ
け
で
な
く
、
絵

画
や
彫
刻
、
染
色
と
い
ろ
い
ろ
勉
強
し

ま
し
た
。
今
思
う
と
、
視
野
を
広
げ

る
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
サ
ー
ク

ル
は
馬
術
部
に
。
京
都
大
学
と
の
対

校
試
合
で
落
馬
し
た
の
が
い
い
思
い
出

で
す
。

育
っ
た
環
境
か
ら
作
家
に

卒
業
し
て
す
ぐ
備
前
焼
の
作
家
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
道
に
進
ん
だ
の

は
、
育
っ
た
環
境
に
よ
る
と
こ
ろ
が
一

番
大
き
い
で
す
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
父

が
作
っ
て
い
た
の
を
見
て
い
た
し
、
遊

び
場
の
山
に
あ
る
窯
か
ら
出
て
く
る

焼
き
物
や
破
片
に
触
れ
て
、
親
し
ん
で

い
ま
し
た
。
備
前
焼
は
生
活
の
一
部
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。技
術
に
つ
い
て
も
、

特
に
誰
か
に
教
わ
っ
た
実
感
は
な
い
の

で
す
が
、
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
窯
焚
き
や

土
作
り
を
手
伝
っ
て
い
る
う
ち
に
、
自

然
に
学
ん
で
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

改
革
の
連
鎖
こ
そ
伝
統

物
を
作
る
の
は
楽
し
く
、
で
き
あ

が
っ
た
と
き
の
喜
び
は
大
き
い
で
す
。

ま
し
て
、
私
は
生
ま
れ
た
地
で
ず
っ
と

過
ご
し
、
風
土
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
備

前
焼
を
作
ら
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
、
作

家
と
し
て
や
り
が
い
を
強
く
感
じ
ま

す
。
近
年
、
外
国
で
も
釉
薬
を
使
わ
な

い
焼
き
物
が
注
目
さ
れ
、
多
く
の
人
が

備
前
に
勉
強
に
来
て
い
ま
す
。〝
地
域
〞

を
大
事
に
す
る
こ
と
は
、
国
内
は
も
ち

ろ
ん
、
世
界
に
向
か
っ
て
発
信
し
て
い

く
と
き
、
必
ず
武
器
に
な
り
ま
す
。
こ

こ
に
し
か
な
い
、
と
い
う
独
自
性
を
武

器
に
す
る
こ
と
は
非
常
に
大
事
な
こ
と

で
す
。

備
前
焼
に
は
千
年
近
い
伝
統
が
あ

り
ま
す
が
、
伝
統
と
は
、
昔
の
も
の
を

守
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
を
生

き
る
者
の
現
代
的
な
感
性
や
創
造
性

を
加
え
て
新
し
い
も
の
を
生
み
出
し
て

い
く
こ
と
。
そ
う
い
う
改
革
の
連
鎖
が

伝
統
に
な
る
の
で
す
。「
常
に
そ
の
先

頭
で
新
し
い
も
の
を
生
み
出
し
て
い
く

努
力
が
大
切
」。
そ
う
思
い
な
が
ら
制

作
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。



◀ 鹿児島湾の熱水噴出孔付
近で見つかったアンチモ
ンの硫化物「輝安鉱」の
塊。割れ目にきれいな輝
安鉱の金属光沢が見える

▲ 日本のはるか南方、マリアナ海域で熱水噴出孔
探査のため「しんかい 6500」に初乗船。水深
3800mの深海底調査を行った＝ 2003 年 10月

 ▲ 無人潜水艇「ハイパードル
フィン」に熱水採取用の採
水器を取り付ける山中准教
授。機器の作動責任は研究
者自らが負う＝ 2007 年 6月

ICHO NAMIKI No.63●いちょう並木 78 いちょう並木●No.63ICHO NAMIKI 

ＹＡＭＡＮＡＫＡ　Ｔｏｓｈｉｒｏ（40歳）
▶1970（昭和45）年　福岡県北九州市生まれ
▶1994（平成６）年　九州大学理学部地質学科卒
▶1999（昭和11）年　九州大学大学院理学研究科修了
▶1999（平成11）年　九州大学ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー研究員
▶2000（平成12）年　日本学術振興会特別研究員（PD）
▶2001（平成13）年　九州大学大学院比較社会文化研究院助手
▶2007（平成19）年　岡山大学大学院自然科学研究科准教授

自
然
科
学
研
究
科 

准
教
授

山
中　

寿
朗

「高度な知の創成と的確な知の継承」――。
岡山大学の理念のもとに教育・研究を展開する

個性あふれる教員たち。研究室を訪ねる。

研究室
訪問

W E L C O M E  T O  M Y  S E M I N A RW E L C O M E  T O  M Y  S E M I N A RR E S E A R C H E R

出
る
海
底
温
泉
「
熱
水
噴
出
孔
」
を

発
見
。
以
降
も
調
査
チ
ー
ム
を
結
成

し
て
海
域
で
採
取
し
た
試
料
の
分
析

と
地
質
・
地
球
化
学
・
地
球
物
理
学

探
査
を
繰
り
返
し
、
つ
い
に
鉱
床
の

存
在
を
突
き
止
め
た
。
10
年
以
上
に

及
ぶ
、
地
道
な
調
査
の
積
み
重
ね
が

実
を
結
ん
だ
。

海
底
で
の
調
査
は
い
た
っ
て
シ

ン
プ
ル
だ
。
有
人
・
無
人
の
潜
水
艇

や
海
中
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
い
、
海
底
の

水
や
泥
、
石
な
ど
を
採
取
。
サ
ン
プ

ル
の
成
分
や
特
長
を
細
か
く
分
析
す

る
。「
船
に
乗
れ
な
い
と
サ
ン
プ
ル

が
採
れ
な
い
。
１
回
目
の
乗
船
チ
ャ

ン
ス
を
得
る
ま
で
が
大
変
だ
っ
た
」。

そ
の
チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
き
た
の
は

大
学
院
時
代
。
海
外
で
の
乗
船
調
査

に
人
手
が
足
り
な
い
と
い
う
。「
こ

の
機
会
を
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
」。
す
ぐ
に
参
加
を
決
め
た
。「
そ

こ
で
出
会
っ
た
研
究
者
と
の
つ
な
が

り
で
そ
の
後
の
乗
船
機
会
を
確
保
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
九
州
大
学
ベ

ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
ボ
ラ
ト

リ
ー
在
籍
時
は
年
間
１
１
０
日
ほ

ど
、
船
の
上
で
過
ご
し
た
」
と
振
り

返
る
。

生
命
の
起
源
に
興
味

熱
水
噴
出
孔
の
調
査
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
、「
生
命
起
源
へ
の
興

味
」
と
い
う
。
熱
水
噴
出
孔
か
ら
は

水
素
、
メ
タ
ン
、
硫
化
水
素
と
い
っ

た
ガ
ス
や
金
属
イ
オ
ン
な
ど
が
噴
き

出
て
い
る
。
こ
れ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

に
、
有
機
物
を
合
成
す
る
細
菌
な
ど

の
微
生
物
が
食
物
連
鎖
の
底
辺
を
支

え
る
形
で
生
態
系
を
形
成
す
る
。
こ

う
し
た
環
境
は
、
い
ま
だ
に
多
く
の

謎
に
包
ま
れ
て
い
る
が
、近
年
は
「
生

命
誕
生
の
場
所
」
と
し
て
有
力
視
さ

れ
、
多
く
の
研
究
者
が
関
心
を
寄
せ

て
い
る
。
山
中
准
教
授
も
そ
ん
な
一

人
。「
最
初
に
誕
生
し
た
生
命
は
何

か
。
そ
の
生
命
は
ど
う
い
う
生
活
を

し
、
地
球
と
ど
う
関
わ
っ
て
き
た
の

か
。
進
化
の
道
筋
を
た
ど
っ
て
み
た

い
」
と
力
を
込
め
る
。

基
礎
は
地
質
学

　
「
地
球
化
学
の
基
礎
は
地
質
学
。

地
層
を
調
べ
る
こ
と
で
、
45
億
年
と

い
う
時
間
の
流
れ
や
地
球
内
部
ま
で

の
空
間
的
な
広
が
り
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
」。

11
月
中
旬
。
香
川
県
高
松
市
塩
江
町

の
山
中
に
、
山
中
准
教
授
と
学
生
の

姿
が
あ
っ
た
。「
地
質
調
査
法
実

習
」
の
現
地
調
査
だ
。
学
生
た

ち
と
山
道
を
歩
き
、
ハ
ン
マ
ー

で
山
肌
を
叩
い
て
、
岩
石
を

割
る
。「
こ
の
凝
灰
岩
の
層
は
、

橋
の
下
に
あ
っ
た
凝
灰
岩
の
続

手がかりは深海にあり
生命誕生の地に迫る
鉱床発見で資源問題解決も
生命の起源とは―。近年、地球最古の生命体と豊富な鉱
物資源が存在するとして注目を集める深海底の温泉「熱
水噴出孔」。ここをフィールドに調査・研究を続けている
のが、地球化学を専門とする自然科学研究科（理）の山
中寿朗准教授。生命誕生の秘密に迫る熱水噴出孔の調
査と、資源問題を解決する糸口を探る研究を紹介する。

地
道
な
調
査
が
結
実

「
鹿
児
島
湾
に
レ
ア
メ
タ
ル
鉱

床　

国
内
最
大
級
」
―
。
今
年
４

月
、
新
聞
各
紙
に
大
見
出
し
が
躍
っ

た
。　
「
も
と
も
と
は
、
金
鉱
を
探

し
て
い
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
詳
し

く
調
べ
て
い
く
と
、
金
だ
け
で
な

く
、（
希
少
金
属
の
一
種
）
ア
ン
チ

モ
ン
が
か
な
り
の
量
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
棚
か
ら
ぼ
た
餅
で
し
た
」。

2
0
0
7
年
６
月
、
学
生
時
代
か
ら

研
究
を
続
け
て
き
た
鹿
児
島
湾
で
、

2
0
0
度
近
い
熱
水
が
活
発
に
わ
き

き
で
し
ょ
う
」「
こ
の
辺
に
同
じ
地

層
が
見
え
て
も
い
い
よ
ね
」。
こ
ん

な
や
り
と
り
を
し
な
が
ら
学
生
た
ち

は
地
図
に
記
号
を
入
れ
、
地
層
の
分

布
図
を
仕
上
げ
て
い
っ
た
。

「
学
生
た
ち
に
は
野
外
で
の
体
験

や
他
分
野
の
研
究
者
と
の
交
流
を
通

じ
て
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し

い
。
自
分
自
身
、
海
底
調
査
の
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
者
と
共

に
船
に
乗
っ
た
こ
と
で
世
界
が
大
き

く
広
が
っ
た
。
学
生
時
代
こ
そ
分
野

や
所
属
に
と
ら
わ
れ
ず
、
広
い
視
点

で
学
問
の
世
界
を
見
渡
し
、
多
く
の

知
識
を
吸
収
し
て
欲
し
い
」
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在学生紹介
研
究
、
ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
、
特
技
…
。

学
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
す
る
岡
大
生
た
ち
。

そ
ん
な
き
ら
り
と
光
る
学
生
を
、

同
じ
学
生
の
目
線
か
ら
紹
介
す
る
。

シ
ー
ド
校
６
校
、
地
区
予
選
を
突
破
し
た
19

校
に
東
北
学
連
選
抜
を
加
え
た
計
26
校
が
６
区
間

38
・
６
キ
ロ
の
距
離
を
競
う
「
第
29
回
全
日
本
大

学
女
子
駅
伝
」（
日
本
学
生
陸
上
競
技
連
合
な
ど

主
催
）
が
10
月
23
日
、
杜
の
都
・
仙
台
市
で
行
わ

れ
た
。
こ
の
大
会
に
中
四
国
予
選
を
突
破
し
た
岡

山
大
学
陸
上
競
技
部
が
初
出
場
。
最
終
区
間
で
無

念
の
繰
り
上
げ
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
１
本
の
た
す

き
を
つ
な
ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
2
時
間

18
分
39
秒
の
17
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
。

1
区
で
最
下
位
と
出
遅
れ
た
も
の
の
、
２
区

（
６・
８
キ
ロ
）
の
医
学
部
保
健
学
科
４
年
原
田
一

恵
さ
ん
が
9
人
を
抜
き
17
位
に
浮
上
す
る
快
走
。

そ
の
後
は
順
位
を
守
っ
た
。「
５
・
８
キ
ロ
は
長
く

感
じ
た
が
、
声
援
の
お
か
げ
で
走
り
切
れ
た
」
と

１
区
の
M
P
コ
ー
ス
1
年
西
脇
舞
さ
ん
。
最
長

９・
１
キ
ロ
の
３
区
を
走
っ
た
教
育
学
部
1
年
佐

藤
あ
ず
さ
さ
ん
は
「
楽
し
ん
で
走
ろ
う
と
思
っ

た
。
笑
顔
で
た
す
き
を
渡
せ
て
よ

か
っ
た
」、
ス
ピ
ー
ド
区

間
の
４
区
（
４・
９
キ

ロ
）
を
任
さ
れ
た
同
２

年
安
藤
朋
恵
さ
ん
は
「
中

距
離
が
専
門
で
距
離
に
不

安
が
あ
っ
た
が
、
応
援
を

力
に
ペ
ー
ス
を
守
れ

た
」。
最
終
６
区
の

同
３
年
渡
部
友
紀
子

さ
ん
は
「
体
調
が
万
全

で
な
い
中
、
仲
間
の
サ

ポ
ー
ト
で
ゴ
ー
ル
で

き
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

憧
れ
の
全
国
舞
台
で
力
走

二
役
こ
な
し
、
目
標
達
成

初陣は17位
19

初陣は17位
19

校
が
６
区
間

初陣は17位

校
が
６
区
間

回
全
日
本
大

初陣は17位

回
全
日
本
大

学
女
子
駅
伝
」（
日
本
学
生
陸
上
競
技
連
合
な
ど

初陣は17位

学
女
子
駅
伝
」（
日
本
学
生
陸
上
競
技
連
合
な
ど

日
、
杜
の
都
・
仙
台
市
で
行
わ

初陣は17位

日
、
杜
の
都
・
仙
台
市
で
行
わ

れ
た
。
こ
の
大
会
に
中
四
国
予
選
を
突
破
し
た
岡

初陣は17位

れ
た
。
こ
の
大
会
に
中
四
国
予
選
を
突
破
し
た
岡

山
大
学
陸
上
競
技
部
が
初
出
場
。
最
終
区
間
で
無

初陣は17位

山
大
学
陸
上
競
技
部
が
初
出
場
。
最
終
区
間
で
無

念
の
繰
り
上
げ
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
１
本
の
た
す

初陣は17位

念
の
繰
り
上
げ
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
１
本
の
た
す

時
間

初陣は17位
時
間

区
で
最
下
位
と
出
遅
れ
た
も
の
の
、
２
区

初陣は17位

区
で
最
下
位
と
出
遅
れ
た
も
の
の
、
２
区

全日本大学女子駅伝全日本大学女子駅伝全日本大学女子駅伝
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岡山大学学生広報スタッフ
法学部法学科２年
安松佳祐
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「
入
学
し
た
時
か
ら
の
憧
れ
の
場

所
。
テ
レ
ビ
で
し
か
見
た
こ
と
の

な
い
遠
い
存
在
で
、
そ
こ
に
自
分
が

立
っ
て
い
ら
れ
る
こ
と
が
と
て
つ
も

な
く
幸
せ
だ
っ
た
」。
岡
山
大
学
と

し
て
初
め
て
駅
伝
の
全
国
大
会
に
出

場
し
た
女
子
陸
上
部
長
距
離
パ
ー
ト

の
キ
ャ
プ
テ
ン
酒
井
詩
織
さ
ん
（
教

育
学
部
３
年
）
は
憧
れ
の
舞
台
を
振

り
返
る
。

杜
の
都
・
仙
台

を
駆
け
抜
け
る
「
第

29
回
全
日
本
大
学

女
子
駅
伝
」
で
は

５
区
（
４
・
０
キ
ロ
）

を
担
当
。「
沿
道
か

ら
O
B
・
O
G
ら

の
声
援
が
す
ご
く
て
び
っ
く
り
し

た
。（
レ
ー
ス
は
）自
分
と
の
戦
い
で
、

応
援
が
本
当
に
力
に
な
っ
た
。
ま
た

こ
の
場
所
に
立
ち
た
い
と
感
じ
た
」

９
月
23
日
に
広
島
県
の
道
後
山

高
原
ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
た

中
四
国
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
手
に
し

た
全
国
切
符
。
し
か
し
、
そ
の
道
の

り
は
決
し
て
平
た
ん
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
。

た
す
き
を
つ
な
ぐ
６
人
で
チ
ー
ム

を
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
わ
ず

か
３
年
前
。
さ
ら
に
「
国
立
大
学
な

の
で
強
い
選
手
ば
か
り
を
集
め
る
こ

と
も
で
き
ず
、
専
任
の
指
導
者
も
い

な
い
。
練
習
メ
ニ
ュ
ー
も
一
か
ら
考

え
る
。（
強
豪
の
）
私
学
の
選
手
た

ち
に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
と
思

う
」（
酒
井
さ
ん
）
と
い
う
状
況
で
、

全
国
大
会
は
ま
さ
に
夢
舞
台
だ
っ

た
。練

習
メ
ニ
ュ
ー
は
キ
ャ
プ
テ
ン
の

酒
井
さ
ん
が
他
大
学
の
事
例
な
ど
を

参
考
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
作
成
。

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

が
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
、
親
元

を
離
れ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
は
栄
養
管

理
も
自
己
責
任
で
行
っ
た
。

そ
ん
な
厳
し
い
環
境
の
中
、
一

時
は
チ
ー
ム
が
ば
ら
ば
ら
に
な
り
か

け
、
悩
む
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
時
に
心
掛
け
た
の
が
「
と
に
か

く
一
人
一
人
を
愛
す
る
こ
と
だ
け
は

忘
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
。「
信
頼

関
係
を
築
い
て
こ
そ
、
自
分
の
気
持

ち
が
届
く
」
と
考
え
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
、
チ
ー
ム
の
一
人
一
人
に
気
を

配
り
な
が
ら
の
練
習
を
続
け
た
。
そ

し
て
本
番
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
チ
ー

ム
は
ま
と
ま
り
、
初
の
全
国
大
会
で

10
位
台
に
入
る
と
い
う
目
標
を
見
事

ク
リ
ア
。
17
位
に
入
っ
た
。

選
手
と
指
導
者
の
二
役
を
こ
な

し
た
酒
井
さ
ん
。「
競
技
を
し
な
が

ら
指
導
す
る
の
は
大
変
だ
っ
た
。
で

も
み
ん
な
で
つ
ら
い
こ
と
を
乗
り
越

え
、
チ
ー
ム
で
団
結
し
て
同
じ
目
標

を
目
指
し
て
走
る
こ
と
が
、
本
当
に

好
き
な
ん
で
す
」
と

話
す
。

将
来
は
、
数
学
の

教
師
に
な
り
、
陸
上

の
指
導
も
し
た
い
と

い
う
酒
井
さ
ん
。「
大

学
時
代
の
経
験
は
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
で
き
っ
と
役
立
つ

と
思
う
」

大
学
生
活
で
の
経
験
を
力
に
、
彼

女
は
ま
だ
ま
だ
夢
に
向
か
っ
て
走
り

続
け
る
。



　　  研究担当理事・副学長
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▲ プログラムの説明に聞き入る本学の関係者
　＝10月28日、岡山大学本部棟第一会議室

YAM
AM

O
TO

,Shin-ichi

The Message from Executive Director

新理事紹介

▲ おかやま国際塾での活動成果を発表する学生たち
＝11月5日、岡山国際交流センター

ホームカミングデイ2011を開催

岡
山
大
学
は
、
卒
業
後
も
母
校
と

の
絆
を
大
切
に
し
、
国
際
的
な
教
育

研
究
拠
点
を
目
指
す
大
学
を
と
も
に

育
て
て
も
ら
お
う
と
、
10
月
22
日
、

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
２
０
１
１
」

を
開
催
し
た
。
訪
れ
た
卒
業
生
は
、

再
会
し
た
旧
友
や
恩
師
と
懐
か
し
い

時
間
を
過
ご
し
た
り
、
現
役
の
学
生

と
語
り
合
う
な
ど
、
思
い
思
い
に
楽

し
ん
だ
。

日
ご
ろ
、
母
校
に
帰
る
機
会
が

少
な
い
卒
業
生
を
招
き
、
一
日
ゆ
っ

く
り
と
過
ご
し
て
も
ら
え
る
企
画
を

用
意
。
メ
ー
ン
会
場
と
な
っ
た
創
立

五
十
周
年
記
念
館
で
歓
迎
式
典
が
あ

り
、
森
田
潔
学
長
や
小
長
啓
一
同
窓

会
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。
グ
リ
ー

ク
ラ
ブ
、
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ

ブ
、
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
研
究
会
の
３
つ
の
学

生
サ
ー
ク
ル
が
歌
や
演
奏
に
よ
る
ウ

エ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
ほ

か
、
全
学
同
窓
会
総
会
を
開
催
。
お

茶
席
、
福
引
き
抽
選
会
な
ど
は
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

同
記
念
館
の
外
で
は
応
援
団
総
部

が
歓
迎
と
送
別
の
演
舞
を
披
露
。
現

役
学
生
が
歩
い
て
案
内
す
る
キ
ャ
ン

パ
ス
ツ
ア
ー
の
ほ
か
、
各
学
部
や

サ
ー
ク
ル
ご
と
に
講
演
会
や
懇
親

会
、
ミ
ニ
同
窓
会
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
交
流

戦
な
ど
多
彩
な
催
し
が
開
か
れ
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
は
、
岡
山

大
学
の
開
学
記
念
日
（
10
月
22
日
）

に
合
わ
せ
て
開
催
し
て
お
り
、
今
回

で
２
回
目
。
来
年
は
10
月
20
日
に
開

催
す
る
予
定
。

詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.okayam

a-u.ac.jp/tp/
alum

ni/hom
ecom

ing2011.htm
l

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

岡
山
大
学
な
ど
ア
ジ
ア
圏
の
６
大

学
と
E
U
の
６
教
育
機
関
が
連
携

し
、
相
互
留
学
な
ど
を
通
じ
て
研
究

交
流
の
強
化
を
図
る
「
エ
ラ
ス
ム
ス
・

ム
ン
ド
ゥ
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム
（A

ction2

）」
の
留
学

希
望
者
ら
を
対
象
に
し
た
説
明
会
が

10
月
28
日
、
学
内
で
開
か
れ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
エ
コ
ー

ル
・
サ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
リ
（
仏
）
エ

コ
ー
ル
・
サ
ン
ト
ラ
ル
・
ナ
ン
ト
（
仏
）

イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
（
英
）

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
工
科
大
学
（
独
）
の
４

教
育
機
関
の
教
授
ら
が
来
学
。
学
生

ら
約
40
人
を
前
に
、
欧
州
の
６
教
育

機
関
と
日
韓
の
６
大
学
と
の
交
流
促

進
を
目
的
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全

体
説
明
を
し
た
後
、
各
教
育
機
関
の

代
表
が
研
究
留
学
の
概
要
や
大
学
の

あ
る
街
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
た
。

説
明
会
に
先
立
ち
、
E
U
か
ら
の

訪
問
団
は
留
学
生
の
宿
泊
場
所
の
国

際
交
流
会
館
を
見
学
。
受
け
入
れ
先
・

派
遣
元
と
な
る
七
つ
の
研
究
室
も
視

察
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
E
U
会
議
・
理

事
会
に
承
認
さ
れ
た
エ
ラ
ス
ム
ス
・

ム
ン
ド
ゥ
ス
計
画
の
一
部
。
欧
州
と

日
韓
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
形
成
を

目
指
し
、
博
士
課
程
の
学
生
、
ポ
ス

ド
ク
、
教
員
ら
が
相
互
に
留
学
、
交

流
を
促
進
す
る
。

　

岡
山
大
学
が
潜
在
的
に
持
っ
て
い
る

研
究
力
を
世
界
レ
ベ
ル
に
押
し
上
げ
た

い
。「O

kayam
a　

U
niversity

」
の
知

名
度
ア
ッ
プ
の
た
め
に
は
、
国
際
広
報

に
力
を
入
れ
、
国
際
的
な
ラ
ン
キ
ン
グ

で
実
力
が
正
当
に
評
価
さ
れ
る
努
力
が

必
要
。
基
礎
研
究
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

成
果
を
広
く
社
会
に
還
元
す
る
た
め
産

学
官
連
携
も
さ
ら
に
活
発
に
し
た
い
。

や
ま
も
と
・
し
ん
い
ち

専
門
は
森
林
生
態
学
。
京
都
大
大
学
院
農

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
岡
山
大

農
学
部
助
教
授
、名
古
屋
大
農
学
部
教
授
、

同
大
大
学
院
生
命
農
学
研
究
科
長
、
同
大

副
総
長
な
ど
を
歴
任
。
大
阪
市
出
身
。

山
本　

進
一

国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
た
人
材
の

育
成
に
取
り
組
む
「
お
か
や
ま
国
際

塾
」
の
１
期
生
の
修
了
証
授
与
式
が

11
月
５
日
、
岡
山
市
内
で
あ
っ
た
。

同
塾
は
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

A
M
D
A
（
同
市
北
区
）
と
岡
山
大

学
で
国
際
法
を
教
え
る
教
員
ら
で
つ

く
る
実
行
委
が
主
催
。
公
募
に
応
じ

た
法
・
医
・
歯
学
部
の
学
生
８
人
が

自
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
・
立
案
し
、

８
月
23
〜
28
日
、
モ
ン
ゴ
ル
で
活
動

し
た
。

７
月
17
日
に
学
内
で
開
講
式
を
行

い
、
国
際
協
力
法
や
N
G
O
論
な

ど
を
学
ん
だ
学
生
は
準
備
に
着
手
。

モ
ン
ゴ
ル
で
は
A
M
D
A
が
長
年
、

眼
科
を
中
心
と
し
た
医
療
支
援
活
動

を
続
け
て
お
り
、
学
生
た
ち
は
現
地

の
医
学
生
と
の
交
流
や
孤
児
院
で
の

医
療
支
援
と
い
っ
た
活
動
計
画
を
立

て
、
自
分
た
ち
で
交
渉
に
当
た
っ
た
。

修
了
証
授
与
式
で
は
、
学
生
た
ち

が
感
じ
た
こ
と
や
今
後
の
課
題
を
発

表
。「
自
ら
進
ん
で
行
動
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ん
だ
」「
互
い
の
交

流
を
社
会
人
に
な
っ
て
も
続
け
た

い
」「
研
修
の
成
果
を
よ
り
多
く
の

人
と
共
有
す
べ
き
」
な
ど
の
意
見
が

出
た
。

同
塾
は
岡
山
県
内
の
学
生
を
対
象

に
公
募
。
来
年
度
は
第
２
期
生
を
募

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

11 月１日付けで、山本進一氏（元名
古屋大学大学院生命農学研究科教授）
が研究担当理事・副学長に就任した。
教育・研究担当だった阿部宏史理事
は同日付けで、教育担当となった。

国際的視野を養成

短期留学の学生が成果発表
おかやま国際塾１期生

エラスムス・ムンドゥス・パートナーシップ
プログラムを実施
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大学の動き
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News & Topics in Okayama 　 University岡山大学のニュース＆トピックスおよび最新情報は
岡山大学のホームページからご覧いただけます。

http://www.okayama-u.ac.jp

９
日　

 

教
育
改
善
に
つ
い
て
教
職
員
、
学

生
が
討
議
す
る
本
年
度
の
全
学
教

員
研
修
「
桃
太
郎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
実
施

　

 15
日　

 
定
例
記
者
発
表
を
開
催

　

 16
日　

 

東
京
で
「
卒
業
生
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催 

　

 16
日　

 「
本
学
・
フ
エ
大
学
院
特
別
コ
ー

ス
」
第
5
期
生
8
人
の
入
学
式
を

ベ
ト
ナ
ム
・
フ
エ
大
学
で
挙
行 

　

 26
日　

 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

マ
ナ
ド
国
立
大
学

と
大
学
間
交
流
協

定
を
締
結

　

 30
日　

 

平
成
23
年
度
秋
季
学
位
記

授
与
式
を
挙
行

　

 30
日　

 

医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
上
原
孝

教
授
が
日
本
学
術
振
興
会
か
ら
本

年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
の
配
分

審
査
に
お
い
て
「
有
意
義
な
審
査

意
見
を
付
し
た
審
査
委
員
」
と
し

て
表
彰
さ
れ
る

11
日　

 

平
成
23
年
度
秋
季
大
学
院
入
学
式

を
挙
行

　

 22
日　

 「
岡
山
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

イ
2
0
1
1
」
を
開
催

　

 22
日　

 

岡
山
大
学
留
学
生
同
窓
会
設
立
記

念
式
典
お
よ
び
第
１
回
総
会
を
国

際
交
流
会
館
で
開
催

■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
鵜
殿
平
一
郎
教

授
（
免
疫
学
）
と
理
化
学
研
究
所
の
共
同
研
究
チ
ー

ム
は
、
抗
原
提
示
細
胞
の
一
つ
樹
状
細
胞
が
、
抗
原

破
壊
の
役
割
を
持
つ
キ
ラ
ー
T
細
胞
へ
抗
原
を
提

示
す
る
た
め
に
は
、
タ
ン
パ
ク
質
の
折
り
畳
み
を
助

け
る
分
子
シ
ャ
ペ
ロ
ン
「H

sp90

」
が
必
須
で
あ
る

こ
と
と
、
そ
の
仕
組
み
を
分
子
レ
ベ
ル
で
明
ら
か
に

し
た
。「Proceedings of the National Academ

y 
of Sciences of the U

nited States of Am
erica : 

PN
AS

」
電
子
版
に
掲
載
。（
９
月
・
臨
時
記
者
発
表
）

　

 ■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
森
田
学
教
授

（
予
防
歯
科
学
）
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ラ
ッ
ト
を
使
っ

た
実
験
で
、
か
み
合
わ
せ
の
異
常
が
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
の
原
因
と
い
わ
れ
る
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
を
海

馬
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
世
界
で
初
め
て
証
明
し

た
。
米
・
神
経
科
学
雑
誌
「N

euro M
olecular 

M
edicine

」
に
掲
載
。（
９
月
・
定
例
記
者
発
表
）

　

 ■
資
源
植
物
科
学
研
究
所
の
杉
本
学
准
教
授
は
、
急

激
な
温
度
変
化
や
宇
宙
放
射
線
な
ど
過
酷
な
環
境
に

あ
る
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
船
外
に
13
カ
月
間
保

管
し
た
大
麦
の
種
子
が
発
芽
生
育
し
、
品
質
や
遺
伝

子
な
ど
に
変
化
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
宇

宙
で
の
食
料
自
給
の
可
能
性
を
示
す
成
果
。（
９
月
・

定
例
記
者
発
表
）

　

 ■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
野
原
実
教
授
、
工
藤

一
貴
助
教
、
大
学
院
生
の
垣
谷
知
美
さ
ん
ら
の
グ

ル
ー
プ
は
、
鉄
と
白
金
を
含
む
新
し
い
高
温
超
伝
導

体
を
発
見
し
た
。
超
伝
導
転
移
温
度
は
絶
対
温
度
38

ケ
ル
ビ
ン
（
摂
氏
マ
イ
ナ
ス
２
３
５
度
）
で
、
い

わ
ゆ
る
鉄
系
超
伝
導
体
の
中
で
は
３
番
目
に
高
い
。

「Journal of the Physical Society of Japan

」
に

発
表
。（
９
月
・
定
例
記
者
発
表
）

　

 ■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
野
上
保
之
准
教
授
ら

の
グ
ル
ー
プ
は
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
高
速
で
暗
号
化

し
、
暗
号
の
安
全
性
の
強
度
を
自
在
に
変
え
ら
れ
る

高
密
度
集
積
回
路
（
L
S
I
）
を
開
発
。
独
自
に
確

立
し
た
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
（
演
算
式
）
を
活
用
し
た
。

22
日　

 

池
田
家
文
庫
絵
図
展
「
江
戸
時
代

の
巨
大
手
描
き
絵
図
―
国
絵
図
復

元
！
」（
附
属
図
書
館
な
ど
主
催
）

を
岡
山
市
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
（
同
市
北
区
駅
元
町
）
で
開
催

　

 23
日　

 

陸
上
競
技
部
が
第
29
回
全
日
本
大

学
女
子
駅
伝
に
初
出
場

　

 25
日　

 

定
例
記
者
発
表
を
開
催

11
月

６
日 ～２

日　

 「
岡
山
大
学
知
恵
の
見
本
市

2
0
1
1
」
を
創
立
五
十
周
年
記
念

館
で
開
催

　

 ２
日　

 

医
学
部
・
歯
学
部
が
献
体
へ
の
協

力
者
の
法
要
を
挙
行

　

 ３
〜
５ 

日　

岡
山
大
学
祭
（
津
島
祭
）
を

津
島
地
区
で
開
催

　

 ６
日　

 「
岡
山
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

イ
2
0
1
1
」
の
協
賛
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
創
立
五
十
周
年
記
念
館

で
テ
レ
ビ
番
組
の
公
開
収
録
を
実

施

　

 ７
日　

 

岡
山
大
学
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用

開
始

　

 ９
日　

 

岡
山
大
学
病
院

歯
科
衛
生
士

室
の
三
宅
香

里
さ
ん
が
岡

山
市
西
消
防

署
か
ら
人
命

救
助
の
表
彰

を
受
け
る

　

 10
日　

 

防
災
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催

　

 

11
日　

 

第
3
回
中
国
四
国
男
女
共
同
参
画

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
女
性
研
究
者
が

活
躍
す
る
大
学
〜

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
を
目
指

し
て
」
を
岡
山
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
（
岡
山
市

北
区
駅
元
町
）
で

開
催

　

 14
日　

 

ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
受
賞
者
の
根

岸
英
一
名
誉
博

士
が
学
術
講
演

　

 15
日　

 

本
学
地
域
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
A
G
O
R
A
の

開
所
式
を
挙
行
。
キ
ッ
ク
オ
フ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　

 17
日　

 

定
例
記
者
発
表
を
開
催

　

 19
日　

 

中
国
・
洛
陽
市
の
河
南
技
科
大
学

と
大
学
間
交
流
協
定
を
締
結

　

 19
・
20 

日　

第
35
回
収
穫
祭
・
農
学
部
フ
ェ

ア
を
開
催

　

 26
〜
28 

日　

鹿
田
祭
を
鹿
田
地
区
で
開
催

５
〜
８ 

日　

大
学
間
協
定
を
結
ぶ
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
の
教
員

ら
が
大
学
院
環
境
学
研
究
科
で
地

質
調
査
技
術
な
ど
を
研
修

　

 ７
日　

 

岡
山
大
学
う
ぇ
る
か
む
デ
ー
を
開
催

　

 ８
日　

 

カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
青
少
年
ス
ポ
ー

ツ
省
の
視
察
団
が
教
育
学
部
・
教

育
学
研
究
科
な
ど
を
訪
問

　

 27
日　

 

大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
の

鐸
木
道
剛
准
教
授
が
セ
ル
ビ
ア
共

和
国
か
ら
「
セ
ル
ビ
ア
国
旗
勲
章

第
三
等
級
章
」
を
受
け
る

　

 30
日　

 

津
島
地
区
総
合
防
災
訓
練
（
地
震

訓
練
及
び
防
火
訓
練
）
を
実
施

情
報
デ
ー
タ
の
暗
号
化

や
認
証
処
理
の
高
速
化

が
可
能
で
、
小
型
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
（
多
機
能
携
帯
電
話
）

へ
の
搭
載
が
期
待
さ
れ

る
。（
10
月
・
定
例
記
者

発
表
）

　

 ■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
森
田
学
教
授
の

グ
ル
ー
プ
は
、
口
臭
の
原
因
で
あ
る
硫
化
水
素
が
歯

を
支
え
る
骨
（
歯
槽
骨
）
を
溶
か
す
口
腔
細
菌
由
来

の
毒
素
に
作
用
し
、
そ
の
働
き
を
相
加
的
に
増
強
す

る
こ
と
を
世
界
で
初
め
て
証
明
し
た
。
米
・
歯
周
病

専
門
雑
誌
「Journal of Periodontology

」
電
子

版
に
掲
載
。（
10
月
・
定
例
記
者
発
表
）

　

 ■
大
学
病
院
薬
剤
部
長
の
千
堂
年
昭
教
授
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
に
充
填
さ
れ
た
注

射
薬
の
中
に
重
合
開
始
剤
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
を

世
界
で
初
め
て
突
き
止
め
た
。
ま
た
重
合
開
始
剤
が

健
常
な
成
人
の
リ
ン
パ
球
を
死
滅
さ
せ
る
こ
と
を

「Biological & Pharm
aceutical Bulletin

」
電
子

版
に
発
表
し
た
。（
11
月
・
臨
時
記
者
発
表
）

　

 ■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
（
薬
）
の
三
好
伸

一
教
授
ら
は
本
学
イ
ン
ド
感
染
症
共
同
研
究
セ
ン

タ
ー
、
イ
ン
ド
国
立
コ
レ
ラ
お
よ
び
腸
管
感
染
症
研

究
所
な
ど
と
共
同
で
コ
ル
カ
タ
市
の
１
〜
５
歳
児
約

４
０
０
０
人
を
対
象
に
、
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
と
し

て
の
乳
酸
菌
飲
料
の
下
痢
症
予
防
効
果
に
つ
い
て
調

査
。
計
24
週
間
の
健
康
観
察
で
、
乳
酸
菌
飲
料
を
摂

取
し
た
場
合
、
下
痢
の
発
症
率
が
14
％
抑
え
ら
れ
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。（
11
月
・
定
例
記
者
発
表
）

　

 ■
大
学
院
環
境
学
研
究
科
の
高
口
豊
准
教
授
ら
の
グ

ル
ー
プ
は
独
自
開
発
し
た
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ

光
触
媒
を
用
い
、
可
視
光
に
よ

る
水
の
光
分
解
で
世
界
最
高
の

水
素
発
生
効
率
（
31
％
）
を
達

成
し
た
。
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー

ブ
の
工
業
利
用
と
水
素
製
造
の

実
用
化
研
究
に
弾
み
が
付
く
と

期
待
さ
れ
る
。「Advanced 

M
aterials

」
に
掲
載
。（
11
月
・

定
例
記
者
発
表
）
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よ
り
良
い
広
報
誌
を
作
成
す
る
た
め
に
、み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

取
り
上
げ
て
ほ
し
い
話
題
、質
問
し
た
い
こ
と
な
ど
、何
で
も
結
構
で
す
の
で
、右
記
連
絡
先
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

岡
山
大
学
広
報
誌

環境生命科学研究科と
自然科学研究科に改組

岡山大学は 2012 年４月、自然科学研究科と環境学研究科を再編＝図参照＝し、環境
生命科学研究科と自然科学研究科に改組する。環境生命科学研究科は環境問題と食
糧問題を国家・世界レベルの問題として捉えた新しい学問体系の構築を目指す。自
然科学研究科は理学部と工学部を基盤とし、生活の利便性や安全、快適性の向上に
寄与するための科学技術の進展を目的に、科学と工学のシナジー効果を備えた機動
的な大学院へと発展させる。従来から進めてきた異分野融合研究については、研究
科の垣根を越えた「先進複合領域副専攻」を設け、さらなる充実を図る。

研究科 博士後期課程 博士前期課程

先端基礎科学専攻

数理物理科学専攻

地球惑星物質科学専攻
（５年一貫）

地球科学専攻

電子情報システム
工学専攻

機械システム工学専攻

分子科学専攻

物質生命工学専攻

生物科学専攻

生物資源科学専攻

生物圏システム科学専攻

産業創成工学専攻

機能分子化学専攻

バイオサイエンス専攻

自
然
科
学
研
究
科

研究科博士後期課程博士前期課程

数理物理科学専攻

地球惑星物質科学専攻
（５年一貫）

分子科学専攻

生物科学専攻

地球科学専攻

電子情報システム
工学専攻

機械システム工学専攻

化学生命工学専攻

地球生命物質科学専攻

産業創成工学専攻

化学生命工学専攻

自
然
科
学
研
究
科

社会基盤環境学専攻

生命環境学専攻

資源循環学専攻

社会基盤環境学専攻

生命環境学専攻

資源循環学専攻

環
境
学
研
究
科

社会基盤環境学専攻

生命環境学専攻

資源循環学専攻

生物資源科学専攻

生物生産科学専攻

環境科学専攻

農生命科学専攻

環
境
生
命
科
学
研
究
科

数理物理科学専攻

改組前 改組後

Okayama University Fantasy 2011

津島地区のピーチユニオン周辺を約３万球の光で飾るイルミ
ネーションイベント「Okayama University Fantasy」が12月７～
25日まで開かれた。学生有志でつくる岡山大学ウィンター企画実
行委員会が主催。会場周辺には青や白、赤色などのLEDのほ
かキャンドルも灯り、色とりどりの輝きが夜のキャンパスを華やかに
彩った。７日は「うぇるかむデー」と銘打ち、マグロの解体ショー、子
ども向け工作教室、学生によるステージなど多彩なイベントを展
開。「World Kitchen」では留学生が母国の料理を振る舞った。

届け「光の贈り物」―。


